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沖
縄
県
医
療
計
画
と
は

　
沖
縄
県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
医
療
が
適
切
に
提
供
さ
れ

る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
県
民
、
関

係
機
関
、
関
係
団
体
等
が
本
県
の
医
療

に
係
る
現
状
と
課
題
を
共
有
し
、
と
も
に

必
要
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と

し
て
、
第
７
次
沖
縄
県
医
療
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
医
療
計
画
で
は
、
医
療
法
に
定
め
る
国

民
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
に
特
に
広

範
か
つ
継
続
的
な
医
療
の
提
供
が
必
要
な

５
疾
病（
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等

の
心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）

と
医
療
の
確
保
に
必
要
な
５
事
業（
救
急

医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地

医
療
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
）及
び

在
宅
医
療
に
つ
い
て
、
目
指
す
べ
き
姿
を

設
定
し
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
む

施
策
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
べ
き
姿

　
地
域
に
お
い
て
必
要
と
な
る
医
療
提
供

体
制
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め
、
設
定
し

た
目
指
す
べ
き
姿
に
お
け
る
施
策
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
、
進
捗
評
価
を
行
い
、
よ

り
効
果
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、

施
策
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

県
民
一
人
一
人
が
心
が
け
る
こ
と

　
適
切
な
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
医
療
を
受
け
る
側
で
あ
る
県

民
一
人
一
人
の
役
割
も
重
要
で
す
。
日
常
的

な
診
療
は
、
身
近
な
診
療
所
等
の「
か
か

り
つ
け
医
」で
受
診
し
、
病
気
の
予
防
や

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
万
が
一
、
病
状
が
悪
化
し
た

場
合
で
も「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
専
門
的

な
治
療
が
で
き
る
適
切
な
病
院
等
を
紹

介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

ま
た
、
在
宅
医
療
の
充
実
に
よ
っ
て
、

人
生
の
最
後
の
時
期
に
、
自
宅
な
ど
の
住

み
慣
れ
た
場
所
で
医
療
を
受
け
な
が
ら
過

ご
す
こ
と
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
健
康
な
う
ち
か
ら
、
人
生
の
最
後
の

時
期
を
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た

い
か
を
考
え
、
家
族
と
も
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

沖縄県
医療計画

第7次

課
題
及
び
基
本
方
向

①
人
口
構
成
の
変
化

　
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
な
ど
、

自
ら
が
望
む
場
所
で
療
養
生
活
が
送
れ
る

体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
死
亡
率
、
平
均
寿
命
の
改
善

　
疾
病
予
防
や
早
期
発
見
、
早
期
治
療

な
ど
の
必
要
な
医
療
が
、
切
れ
目
な
く
提

供
さ
れ
る
連
携
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
連
携
体
制
の

　構
築

　
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
効
率
的
な
活
用

や
、地
域
に
お
け
る
病
床
以
外
の
場
で
療
養

生
活
を
送
れ
る
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

④
保
健
、医
療
、福
祉
の
連
携
体
制
の
構
築

　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
疾
病

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
並
び
に
地

域
に
お
い
て
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
れ

る
連
携
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◉沖縄県の人口推計

◉沖縄県の死亡率の全国順位（平成27年）◉沖縄県の平均寿命の全国順位の推移

2040年には
３人に１人が高齢者

2025年には
４人に１人が高齢者

※働き盛り世代（35歳～64歳）の死亡率が高い

◉５疾病５事業及び在宅医療の医療提供体制

1985年

2000年

2015年

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

1位

3位

3位

2位

3位

3位

1位

1位

6位

5位

4位

3位

1位

26位

36位

男 性
年 代

女 性
男 性 女 性

1位

1位

7位

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79

80 ～ 84

85 ～

12位

20位

42位

47位

47位

46位

43位

36位

47位

47位

●がんの罹患者・死亡者が減少　　●早期診療割合が増加
●すべての県民が県内どこにいても質の高いがん医療が等しく受けられる
●適切な医療連携に基づく医療を受けられている
●在宅医療について希望する場所で必要な支援を受けることができる
●適切な緩和ケアを受け、身体的・精神的苦痛等が軽減された療養生活を送ることができる
●ライフステージに合わせた情報提供を受け、適切な医療を受けられる等

がん

目 指 す 姿

脳卒中

心筋梗塞等の心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急医療

災害時における医療

へき地医療

周産期医療

小児医療

在宅医療

●死亡原因を明らかにし、有効な対策による全国並の医療水準の維持、更なる向上が図られている
●人材・施設・設備を整備し持続的に安全に提供できる体制が構築されている
●入院から在宅移行に向けての連携が行われ、退院後の支援体制が構築されている
●乳児の状態に応じた療育・療養環境が整備され、成長が保障されている

●脳血管疾患の発症者数が減少　　●死亡率が低下
●脳血管疾患患者が在宅復帰できている

●精神病床における退院率が上昇　　●再入院率が減少
●精神病床における急性期・回復期・慢性期入院患者数が減少している

●乳児死亡率、幼児死亡率及び小児死亡数が減少している
●在宅医療を受ける小児患者のQOL（Quality Of Life)が向上している

●糖尿病の重症化が予防できている

●救命できる疾病者を社会復帰させている

●災害時に適切な医療を提供できる

●住み慣れた自宅や施設等で在宅医療を受けて自分らしい生活を送ることができる

●住み慣れた地域で暮らし続けるために必要な継続的な医療サポートを受けることができている

●虚血性心疾患の発症者数が減少　　●死亡率が低下
●虚血性心疾患患者が在宅等での生活に復帰できている
●心不全による死亡数及び再入院患者数が減少している
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1107千人 1273千人 1393千人 1414千人 1369千人

生産年齢人口
15～64歳

高齢者人口
65歳以上

86千人

694千人

843千人

904千人

848千人

763千人
22.9%

25.0%
26.5%

28.1%

30.3%

7.8%

325千人 281千人 247千人

8.6%
9.9% 11.7%

13.8%

16.1%

17.4%

19.8%

149千人

243千人 353千人 415千人高齢化率

年少人口
0～14歳

超高齢化社会

191千人213千人
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